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⑭路面の凹凸-E

損傷範囲 カッター工

平面図

(左官工法)

断面修復工詳細図

断面図

・鉄筋が露出した場合は、既設鉄筋の裏側10mm程度を目安にはつること。

  また、腐食部のほか周囲の健全な鉄筋まで防錆処理を行うものとして

  補修範囲・深さを決定すること。

・既設鉄筋が腐食し断面減少が著しい場合は、添え筋を検討すること。

・フェザーエッジとならないよう、カッター工(10mm程度)を行なうこと。

・欠損部については損傷深さと同一とし、図中に記載の d=00mm 表記を参考にする。
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損傷範囲

鉄筋が露出した場合(図中にDR表記)
(鉄筋露出)

既設鉄筋防錆処理

下地処理・プライマー
ポリマーセメントモルタル

脆弱部はつり撤去後
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損傷範囲

鉄筋が露出しない場合(図中にD表記)
(剥離・うき・ひびわれ・変形・欠損)

・上部工のうきについては，はつり調査の結果を参考に深さを想定する。

損傷範囲

既設鉄筋防錆処理

下地処理・プライマー
ポリマーセメントモルタル

脆弱部はつり撤去後

断面修復材充填

鉄筋が露出した場合(かぶり不足)(図中にDC表記)
(鉄筋露出)

・鉄筋が露出し十分なかぶりを確保できない場合、断面修復材を盛ることで
　かぶりを確保すること。
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